









































































先 立 つ も の と 一 般 に 考 え ら れ て い る が 、




に 述 ぺ る こ と と
し、
通 説 に よ っ て 、
先 ず 、 （ 注 11 『 根 南 志 具
佐 」 を ） 先 に 配 す る こ と と し た 。




巧 み に 配 し て あ る な ど か ら 見 て 、
若 干 の 8 時 を
かけた作品ではないかと思われる。前述した如く従来、
こ の
作 よ り 根 南 志 具 佐 前 福 を 、
そ の 序 の 日 次 故 に 先 と す る の が 通
説 で あ る が 、
執筆は少くとも、
本 杏 を も っ て 前 と す べ き で あ
ろうか。
名物六帖の中に見える、
む つ か し い 淡 字 を 用 い る の
が 、
彼 の 生 涯 の 癖 で あ る が 、
この作品には殆ど見えないで、




と見える部分を指す。中村氏の論拠を整理すると「風』が「根」に 先 行 す る と 考 え ら れ る の は 、
m
構 成 に か な り 手 が 込 ん で い る 。
②うがちの対象が広範囲にわたり巧みに配してある。③よって、若 干 の 日 時 を か け た 作 品 と 思 わ れ る 。 い 「 名 物 六 帖 」 の 中 に 見 え．る難しい漢字を殆ど用いていない（ただし「根南志具佐」からは絶 え る こ と な く 続 い て い る ） と い う 四 点 に 集 約 さ れ る 。
m
② は 、
志 辺 軒 の 一 代 記 を 描 く 過 程 で 江 戸 か ら 異 国 へ と 多 彩 な 場 而 転 換 が用意されること、
異 国 描 写 に 託 し て 日 本 の 各 種 の 旧 弊 や 権 威 が 穿
た れ る こ と な ど を 指 し て い る も の と 息 わ れ る 。
た だ し 、
これらに
関 す る 判 断 は 難 し く 、
反 対 に 「 根 南 志 具 佐 」 の 方 が 構 成 的 に 複 雑
で 、
穿 ち が 広 範 に 亙 っ て い る と い う 見 方 も 不 可 能 で は な い 。
し か
し次の③、『根」より「凪」の方が日時をかけた作であろうという 推 定 は 、
後 述 の 通 り 、
まさに





た だ し 、
中村氏の
こ の 見 解 以 降 も 従 来 の 「 根 南 志 具 佐 」 先 行 説 が 覆 っ た 様 子 は な く 、むしろ先後関係は等閲視され
たま
ま で 両 者 は 論 じ ら れ て 来 た 。
し
か し 、
繰 り 返 す が こ れ は 源 内 の 諾 作 を 論 ず る に 当 た
り 、
さらには
そ の 生 涯 と 事 駅 を 考 え る に 当 た っ て 等 閑 視 し て よ い 問 題 で は な い 。
問 屈 の 所 在 は 板 刻 の 顛 序 で は な く 、









『 風 流 志 道 粁 伝 」 い ず れ の 出 版 に も 、
神 田 白 壁
{ s )
 
町の 貸 本 屋 岡 本 理 兵 術 が OO わ っ て い る 。
しかし岡本の名は「根」
「 風 」 と 「 根 無 草 後 編 」 以 外 に 見 る こ と が 出 来
ず 、
その正体がわ
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